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中学校理科教科書における問いの分析

一生物領域と地学領域における問いの特徴と傾向-
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要旨

OECDのPISA調査で r科学的な疑問を認識する｣に関する改題の得点が低いことに石

目し,中学校理科教科書にお ける生物領域と地学領域の問いの種類と頻度を分析し,その

特徴と傾向を明らかにした｡ Jt物領域においても地学領域においても ｢どんな｣｢どのよ

うに｣｢はい ･いいえ｣に関する問いが多いという傾向があった｡また問いの内容として,

生物領域では構造やメカニズム.分類に関する問い,地学領域では関係性についての問い

が多いという特徴があった｡

Ⅰ.研究の背景と問題の所在

理科における問題郎決は,自然に対する素朴な疑問を出し,その疑問を観察や実験によって

解答可能な関越へとつくり直すことから始められる(猿田 ･中山,2011,p.17)｡そして,問題

に対する結論を鞘くまでが問題解決の一連の流れである｡

PISAの調査結果から, 日本の高校 1年生は ｢科学的な疑問を認識する｣に関する課題の得

点が低いことが報告されている(国奇数育政策研究所,2007,p.54)｡｢科学的な疑問を認戯す

る｣ことは,科学的な問越解決過程の最初のステップである｡このことから,lj本の灘科授菜

の問題解決過程の中に問題点が潜んでいる可能性に膚口した米村 ･横山･tlJ山 ･鶴田(2009)也,

小学校理科教科書の記述内容を分析 した｡分析結果から,問いと紡織が対応 していることが明

らかになり,彼らは,関越解決の流れに大きな破れはないことを報告したO

問いと結論の対応に問題がないとすると,問いの設定自体になんらかの原因がある可飴性が

ある｡そこで,本JJ-Jf死では中学校理科教科科 こ解かれている問いの特徴を明らかにすることを

目的とする｡
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Ⅱ.方法

山 分析対象

分析対象は,全国の中学校で使用されている5社が刊行する中学校理科の教科11;(2006)の記

述内扉のうち,第2分野(/t物領域と地学領域)の ｢植物の生活と種類｣,｢動物の生活と種類｣,

r生物の細胞と生嫡｣,｢大地の変化｣,r天気とその変化｣,｢地球と宇宙Jに関する単元である.

(2I分析方法

この研究に先在って,教科苔の記述を表計算ソフ トに入力したデータセットを作成ずみであ

り,今回はそれを使用した｡データの一部を表 1に示す｡データは原則として 1つのセルに

1つの語句,文,あるいはひとまとまりの文章が入力されている｡また,記述データと一緒に

見出し,本文,国中文字,キャプションの種別のほか,ページ,出価社, 1分野と2分野の上

下が入ノJされている｡

表 1 教科書の記述データの一部

テキスト 級別 耳 出版社 分野+上下

第1狂 花のつくりとはたらき 見出し 川 A杜 2上

1花は何のためにきくのか 見出し 14A社 2上

野山やJEP.偵底や通学鞘などには.さ言ざまな形や色の花がさく.これらの 本文 14A社 2上
花は.やがて果実に変化し.種子をのこす,花はどのように変化して果実にな
るのだろうかも花のつくりを学んでいこう.

野山や田畑,僚虚や通学鵡などには.さまざまな形や色の花がさく.これらの 本文 l4A社 2上
花は.やがて果実に変化し.種子をの こすD花はどのように変化して果実にな
るのだろうか.花のつくりを学んでいこう.

花は.いくつかの勧分に釧 ナることができる.,ビーマンの花をtR雫すると.がく 本文 川 入社 2上や花びら.おしべやめしべが見られる.

(?)がくや花びら.おしべ.めしべは.どの花にも共通して見られるだろうか.本文 14入社 2上吉た,果実や種子になるのは.花のどの部分だろうか.

【?)が<や花びら.おしべ.U)しベは.どの花にも共通して見られるだろうか○本文 14A手士 2上蒙七.果実や磯子になるのは.花のどの部分だろうか,

花 国中文字 14A社 2上

カラスノエンドウ 国中文字 14A社 2上
ヒ-マン 国中文字 14A社 2上

このデータセットでは,発展的な内容の記述に対して r発展｣というラベルを付した｡光村 ･

桃山 ･中山 ･弓動詞(2009)では,発展的な内容は問題解決の流れに沿った記述ではないと考えて,

r発展｣は分析対象外としている｡今回の分析においてもこれを分析対虫から外す.

r発展｣以外の記述内容のうち,問題解決の流れに沿っている記述の小から ｢ロー恥､｣,｢疑問｣-

間脳解決のための ｢関越Jなどと判断できるものに r関越｣というラベルをイ｣.した｡本研究で

は問題解決の流れを r問題-予想一方法一事英一結論Jとしている｡また,｢実験 1 いろい

ろな花のつくりを調べよう｣のような目標形式の記述は ｢目標｣というラベルを付 して,r問
題｣とは区別している｡r実験 l 光合成はどこで行われているか調べよう｣のように日牒形

式の記述の中に問題が設定されているものには r目標問題｣のラベルをイ･)･し,r目標｣ではな

く ｢問題'｣として取り扱 うことにした｡｢関越｣,r目標間越｣,r目標｣の例を表 2に示す｡以

下 r間組｣も rEl標問題｣も ｢問題｣と表記する｡
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表 2 ｢問題｣,｢目標問題｣,｢目標｣の例

問題 ●石灰水のにごり方がちがつたのはなぜか.

(?)光合成は.葉のどこで行われているのだろうか.

Q)光合成は.葉の細胞の中のt-の部分で行われるのか○

A 葉の表皮には何があるか

l水や養分の通り道はどのようなつくりになっているか

タンポポの花には.どのくらいの果実ができるのかな○

植物も.酸素をとり入れて.二酸化炭素を出すことがあるのかな?

員棉間也 観照3光合成が葉の細胞のどの部分で行われるのか簸轍鏡で観察しよラ

●見つけた植物がどんな植物かスケッチしてみよう.

植物は.光合成を葉のどこで行っているのだろうか.調べてみよう.

だ液がデンプンを姑に変えるかどうか.確かめてみよう.

l年生のときに観察した植物の細胞には.どんなつくりが見られたか思い出してみよう○

目標 観察1 いろいろな花のつくりを調べよう

(?)顕棒銀を使って葉のつくリを観零してみよう｡

トライ 気孔の数と蒸散の量との関係を調べてみよう

･顕微鏡観察用具 .その他(何が必要か.上の歯から考えよう.)
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次に,｢問題｣を,教科雷の記述内容に韮づいてラベルをつけて,分析 した｡この教科雷の

記述内容にもとづいて分壊 し,分析 したものを 1次分析とする｡さらに, 1次分析に用いたラ

ベルについて,意味的に同じものとみなせるものを統合 した｡この統合後の分源に韮づいた分

析を2次分析とする｡ 1次分析に用いたラベルと2次分析に用いたラベルの対応を表 3に示す0

2次分析の ｢どのようにJと ｢どんな｣の迷いは,あとに続く品詞の追いで区別 した｡｢ど

のように｣のあとには,｢細胞はどのように変化するか｣のように ｢変化する｣や rふえる｣

などの動詞が続く｡それに対 して,｢どんな｣のあとには,｢どんなつくりになっているだろう

か｣のように,｢つくり｣や rしくみ｣,r特徴｣などのように名詞が続く｡ 2次分析で ｢何｣

に分梅されているものは,｢どの花にも共通するつくりは何か｡｣や r花は何のためにさくのだ

ろうか.｣のように ｢何｣という吉兆を仕っているものに加えて,｢(2)(1)のときから3か月後,

某夜(1｣に見られる星座は何俺か｡｣のように名詞で答える間越も含めた｡2次分析で rいつ｣

に分類されているものは,｢所動 している時間はいつか｡｣のように ｢いつ｣という言共を使っ

ているものに加えて,rl口のなかで,気温が妓高を示すのは何時ごろか｡｣のように時間を問

う問題も含めた｡2次分析で ｢どれぐらい ･いくらか｣に分類されているものは,rどれくら

いの大きさか｡｣のように rどれぐらい｣という言薬を使っているものに加えて.r何故あるか｣

や ｢教案内の室温は何℃だったか｡｣,｢いて座の方向に太陽があったRから.うお座の方向に

太陽がくるElまでは,約何か月か｡｣のように数iltや挺度,期間を問う問題も含めた｡ 2次分

析で ｢はい ･いいえ｣としたものは,｢植物の種徹によって,根のつくりにちがいはあるか｡｣

や ｢典の細胞中にjR練体が見えたか｡｣のように.ある ･ない,見える ･見えないなど,肯定

か否定かで答える関越である｡加えて,r葉脈は網状脈か平行脈か｣のように.二者択一で問

う問題も含めた0 2次分析で ｢途切れた文｣に分類 している問題は,r非脈の通り方は?｣や
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｢細胞 と成長の しくみの関係は-｡｣のように文の一部を省略 していた り,途中で切れていた り

するものである｡

表 3 1次分析と2次分析のラベルの対応義

1次分析 2次分析 1次分析 2次分析

なぜ なぜ どうしたら どうしたら

どうして どうすればどのようにしたら など

どのどちら どの.どちら

どれぐらい どれぐらい.いくらか

どれ いくつ何種何℃

どこ どこ

何 何
何座 何か月 なt-

いつ いつ あるか はい,いいえ何時 見えたかちがうのかな

どのように どのようにどう 変化したかどうか

どのようにして など 網状脈か平行脈か ぢど

どんな どんな ? 途切れた文

どうか その他どうだろう ぢど

Ⅲ.結果

(1) Jt物領域における r関越｣の集計結果

J○Lll○～○
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図 l ｢植物の生活と種禁裏｣の ｢問題｣の集計結果
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まず, 2次分析における生物領域の各単元および生物領域全体の ｢問題｣の件数について,

問題の種類ごとに集計した結果を示す(図 1-図4)｡

凶1は r植物の牛活と種輯｣に関する単元の r問題｣の集計結果である｡｢植物の生活と種

類｣に関する単元では, 5社の教科tLJ畔で計241件の ｢問題｣があった｡｢植物の生活と種類｣に

関する単元では,｢どの ･どちら｣,｢どのように｣,｢どんな｣,｢はい ･いいえ｣が多く見られ

たが,出版社によって差があった｡次に,｢どこ｣,｢何｣,｢どうなってJが多かった｡｢なぜ｣,

rどうしたら｣,｢どれぐらい ･いくらかJに関する問題は少なく,rいつ｣に関する問題はどの

出版社の教科雷にもなかった｡

図2は r動物の生所と種棟｣に関する単元の ｢問題｣の集計結果である｡｢動物の生満と種

類｣に関する単元では, 5社の教科帯で計284件の r問題｣があった｡｢動物の生活と種類Jに

関する単元では,｢どこ｣,rどのように｣,rどんな｣が多く見られた｡｢どのように｣,｢どんな｣

はすべての出版社で多かったが,｢どこ｣に関する問題はA社だけ極端に多く,18件あった｡
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図2 ｢動物の生活と種類｣の ｢問題｣の集計結果
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図3 ｢生物の細胞と生殖｣の ｢問題｣の集計結果
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r何｣,｢どうなってJ,-どれぐらい ･いくらかJはどの出版社にも共通して見られたが,｢なぜ｣,

｢どの ･どちら｣,｢いつ｣,rどうしたら｣,｢はい tいいえ｣の問題は出版社によって差があり,

問題がない出版社もあった｡

図 3は r生物の細胞と生雛｣に関する単元の r問題｣の集計結果である.｢生物の細胞 と生

殖｣に関する単元では,5社の教科雷で計126件の r問題｣があった｡｢Jt物の細胞と生殖｣に

関する単元では,｢どのように｣,｢どんな｣,｢はい ･いいえ｣が多く見られた｡｢どのように｣,

rどんな｣はどの州浜社でも多かったが,｢はい ･いいえ｣はB杜だけ少なかった｡rなぜ｣,

｢どの ･どちら｣一｢どこ｣,｢何｣,｢どうなって｣は件数も少なく,出版社によって差があり,

問題がない出版社もあった｡｢いつ｣,rどうしたら｣,｢どれぐらい ･いくらか｣にF姻する問題

はすべての出版祉で見られなかった｡
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図4 生物領域の全単元における ｢問題｣の集計結果

図 4は,生物領域における全単元の問題の集計結果である｡生物領域の関越は 5社の教科雷

で計651件であった｡生物領域では,｢どのように｣,rどんな｣に関する問題が多く､次いで

｢はい ･いいえ｣が多く見られた｡｢どの ･どちら｣,rどこ｣,｢何｣,｢どうなって｣はそれぞれ

約40件の問題があったが,出版社によって差が見られ.特に rどこJは差が大きかった｡また,

生物領域では ｢なぜ｣.rどれぐらい ･いくらか｣,rどうしたら｣の問題はこの順で少なく,

rどうしたら｣に関する問題は出版社によって発があり,D社で5件あるものの,C社では見ら

れなかった｡｢いつ｣に関する問題はB～E社では見られず,問題が見られたA社でも2件と少

なかった｡

次に,｢どんな｣,｢どのように｣のあとに続く言粟についての分析結果を示す(表 4,表 5)｡

rどんな｣のあとに続く名詞と,rどのようにJのあとに続く動詞を教科書の記述に基づいて分

類 し.同じ意味と見なせるものを統介 し,集計 した.

表4は生物領域の全単元において2次分析で ｢どんな｣に分類 した159件の問題のうち,｢ど

んな｣のあとに続く言薬を分類,集計し, 4件以上あった言薬の結果である｡生物領域におい

て rどんな｣のあとに続く言典は,｢つくり｣,｢しくみ｣が多かった｡単元ごとにみると,｢つ

くり｣という言柴は ｢解物の生活と種頬｣で瓜も多く19件あったが,r動物の生活と種燐｣で

は 1件 しかなかった｡一方,rしくみ｣という言薬は ｢動物の生活と種甥 Jで最も多く,｢楢物
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の生活と種類｣では少なかった｡｢生物の細胞と生殖 ｣ではどちらの言菜もほぼ同じ件数見ら

れた.このように,単元によって差があったD｢椀物と生満と種類｣では ｢生物 ,生き物｣.

r場所 ･ところ｣という吉井,｢動物のJt活と種類｣では ｢特徴｣,｢なかま｣という青紫,rJt
物の細胞と生湘｣では rもの｣という言葉が多かった｡｢生物の細胞と生舛｣では ｢なかま｣,

rJt物 ,生き物｣,r場所 ･ところ｣,｢はたらき｣,r動物｣は見られなかった｡rちがい｣という

言葉はすべての単元に共通 してみられた｡

表 5は,生物領域の全単元において 2次分析で ｢どのように｣に分数 した149件の問題のう

ち,｢どのように｣のあとに続く吉光を分韓,集計 し. 4件以上あった吉光の結果である｡生

物領域において rどのように｣のあとに続く言∋掛ま,r変化する｣という言盛が最も多く,す

べての単元で比較的多く見られた｡それ以外には,r植物の生活と種類｣では rつくる ･つく

られる｣という吉非.r動物の生活と種類｣では r動く･動かす｣,r奴応する｣という告発.

｢生物の細胞と生殖｣では r伝わる｣という言典が多く,単元によって差があった｡

嘉4 生物領域における ｢どんな｣のあとに続く比較的多かった言葉の集計結果

書~葉 植物の生活と種類 動物の生活と種類 生物の細胞と生殖 計

つくり ー9 1 9 29

しくみ 3 ー0 8 21

特赦 3 9 2 14

もの 0 3 7 10

なかま 2 7 0 9

生物.生き物 7 1 0 8

場所.ところ 5 3 0 8

はたらき 2 4 0 6

ちがい 2 2 2 6

動物 ー 3 0 4

表 5 生物領域における ｢どのように｣のあとに続く比較的多かった言葉の集計結果

言葉 植物の生活と種類 動物の生活と種類 生物の細胞と生殖 計

変化する 4 4 7 15

伝わる 0 1 8 9

ふえる.ふやす 3 0 5 8

動く.動かす 0 7 0 7

とり入れる.とり入れられる 2 4 0 6

行う.行わわる 0 2 4 6

つくる.つくられる 5 0 0 5

反応する 0 5 0 5

感じとる 0 4 0 4

成長する 0 0 4 4
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(2)地学領域における r問題｣の集計結果

2次分析における地学額域の各単元および地学領域全体の ｢問題｣の件数について.問題の

種頬ごとに集計 した結果を示す(図5-凶 8)｡
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図 5 ｢大地の変化｣の ｢問題｣の集計結果

図 5は r大地の変化｣に関する単元の ｢問題｣の集計結果である｡r大地の変化｣に関する

単元では. 5杜の教科書で計217件の問題があった｡r大地の変化｣に関する単元では,rどん

な｣の問題が最も多く,次に ｢どのように｣,｢なぜ｣,｢はい ･いいえ｣の順で多かった｡｢な

ぜ｣に関する問題'ではE社で,rはい ･いいえ｣の問題ではC社で問題が見られなかった.また,

r何｣.rどの ･どちら｣,rどこ｣,｢どうなって｣,｢どれぐらい ･いくらか｣でも関越が見られ

ない出版社があり.出版社によって差があったcrいつ｣,｢どうしたら｣に関する問題は特定

の出版社に 1件ずつ しか見られず,非常に少なかった｡
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図6 ｢天気とその変化｣の ｢問題｣の集計結果
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図 6は r天気とその変化｣に関する単元における r問題｣の集計結果である｡｢天気とその

変化｣に関する単元では, 5社の教科TIL.tで計207件の問題があった｡｢天気とその変化｣に関す

る単元では,｢どのように｣,rどんな｣に関する問題が多かった｡次に rなぜ｣に関する問題

が多く,すべての出版社に共通して見られた｡続いて rどれぐらい ,いくらか｣.｢はい ･いい

え｣が多かった｡｢どれぐらい ･いくらか｣ではC杜が非常に多く,A社では関越が見られなかっ

た｡｢はい ･いいえ｣ではB社を除いて共通 して見られた｡rどの ･どちら｣,｢何｣,｢いつ｣,

｢どうなって｣は,ほぼ同じ件数であったが,問題の種類によって,それが用いられていない

出版社もあり,出版社によって差があった｡｢どこJ,｢どうしたら｣は非常に少なかった｡

図7は ｢地球と宇宙｣に関する単元の ｢問題｣の集計結果である｡r地球と宇宙｣に関する

単元では,5社の教科平で計212件の問題があった｡r地球と宇宙｣に関する単元では,｢なぜ｣,

rどのように｣.｢どんな｣に関する問題が多かった｡それらの関越のうち,A.E社では ｢どの

ように｣,｢どんな｣,C社では rどんな｣,rなぜ｣,D社では rどのように｣,rなぜ｣の順で多

く.B社は rなぜ｣と rはい ･いいえ｣が同じ件数で最も多かった｡このように上川坂社によっ
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図7 ｢地球と宇宙｣の ｢問題｣の集計結果
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図8 地学領域の全単元における ｢問題｣の集計結果
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て差が見られた｡続いて,rはい .いいえ｣が多く見られた｡｢どの ･どちら｣,r何｣,｢どうなっ

て｣はほぼ同じ件数の問題が見られ,問題が 1件 しかない出版社を除いて共通 して見られた｡

rどこ｣.｢どれぐらい ･いくらか｣は件数が少なく,これが用いられていない出版社も複数あっ

た｡｢どうしたら｣に関する問題は 0件であった｡

lぎ)Bは,地学領域における全単元の問題の集計結果である｡地学領域の問題は5社の教科雷

で計636件であったQ地学領域において一｢どんな｣に関する問題がr正も多く,次に ｢どのよう

に｣,｢なぜ｣,｢はい ･いいえ｣の順で多かった｡続いて ｢どの ･どちら｣と ｢イ机 に関する問

題の件数が同じ(らいあり,それらに続いて.｢どれぐらい ･いくらか｣,｢どうなって｣,rど
こ｣,｢いつ｣の順で多かった｡各と州坂社でこれらの問題の件数を比較してみると,多い関越の

種類は出版社によって異なっていたが,C社を除いて,｢どんなJ,｢どのようにJ,｢なぜ｣,

rはい ･いいえ｣の関越が多い傾向にあることは共通であったo

次に,rどんな｣,rどのように｣のあとに続く言共についての分析結果を示す(表 6.歳 7)a

rどんな｣の後に続く銘詞と.｢どのように｣の後に続く動詞を教科鞘の記述に基づいて分放 し,

同じ意味と見なせるものを統合 し.集計 した｡

東 6は地学領域の全単元において2次分析で ｢どんな｣に分類 した189件の問題のうち,｢ど

んな｣のあとに続く胃炎を分類,集計し,4件以上あった舌炎の維巣である.地学領域におい

て ｢どんな｣のあとに続く言共は,｢関係｣,rこと｣が多く,すべての単元で見られた｡単元

ごとにみると.｢大地の変化｣では ｢ちがい｣,r特徴｣という言典,r天気とその変化Jでは

｢関係｣.｢とき｣という言典,｢地球と宇宙｣では ｢天体｣という言典がそれぞれその順で多かっ

たoまた.｢もの｣という舌炎は ｢大地の変化｣で,rとき｣という吉∃掛ま r天気とその変化｣

で.｢天体｣という言柴は r地球と宇宙｣でしかそれぞれ見られなかった.

表 7は地学領域の全単元において2次分析で ｢どのように｣に分類 した148件の関越のうち,

rどのように｣のあとに続く言柴を分類,集計 し,4件以上あった言盛の結果である｡地学領

域において ｢どのように｣のあとに続 く言共は,r変化する ･変わる｣がlFIlk-も多かった｡ しか

し,｢大地の変化｣の単元では問題が 1件 しかなく,単元によって差があった｡｢できる｣ と

｢起こるJという言典は ｢大地の変化｣と r天気とその変化｣,r動くJという言菜は ｢天気と

表6 地学領域における ｢どんな｣のあとに続く言葉の集計結果

言葉 大地の変化 天気とその変化 地球と宇宙 計

関係 6 19 3 28

こと 9 9 2 20

ちがい ー4 0 I 15

特徴 10 0 3 l3

場所.ところ 8 5 0 ー3

とき 0 12 0 12

天体 0 0 12 ー2

もの 7 0 0 7

つくり 3 0 I 4

変化 1 3 0 4

しくみ 1 3 0 4
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蓑7 地学領域における ｢どのように｣のあとに続く言葉の集計結果

%# 大地の変化 天気とその変化 地球と宇宙 計

変_化する.交わる ー 17 12 30

できる H ー0 0 21

動く 0 4 9 13

起こる 7 5 0 12

伝わる lO D 0 10

ちがう 4 4 2 10

動いて見える 0 0 10 10

移り変わる 0 0 7 7

195

その変化｣と ｢地球と宇宙Jで見られ,｢伝わる｣という言秦は ｢大地の変化｣のみ,｢関係 し

ている｣という吉光は ｢天気とその変化｣のみ,r動いて見える｣と r移り変わるJは r地球

と宇宙｣のみで見られた｡rちがう｣という言葉はすべての単元に共通 して見られた｡

Ⅳ.考察

= 生物領域および隼物領域の各単元における ｢問題｣の特徴や傾向

生物領域の全単元における r問題｣の集計結果においては,｢どんな｣,｢どのように｣,rは
い ･いいえ｣に関する問題が多かった｡ このことを各単元で見ると,｢植物の年活と種類｣,

r生物の細胞と生殖｣では同様に言えたが,｢動物の生活と種轍｣では rはい ･いいえ｣より

rどこ｣の関越の方が多く,同じではなかった｡次に,生物領域の全単元において rどの ･ど

ちら｣,｢どこ｣,｢何｣,rどうなってJに関する問題がほぼ同じ件数見られたが,｢椀物の生活

と種類｣では rどの ･どちら｣が多く,r動物の生活と種類｣では ｢どこ｣が多く,｢なぜ｣が

少なくなっていた｡これらのことから,/t物領域において,全単元で ｢どんな｣.rどのようにJ

に関する問題が共通 して多いが,それ以外の問題は単元によって傾向が異なる.また.全体的

な傾向として,第 3学年の ｢生物の細胞と生殖｣は問題数が他の単元に比べて少なかった.

表 4と表 5の結果より,生物領域では ｢どんな｣のあとに続く言≠掛こは ｢つくり｣や ｢しく

み｣が多く,｢どのように｣のあとに続 く言葉は ｢変化する｣という言薬が全単元で比椴的多

く見られたが,その他の言薬は単元によって件数が異なっている｡

r植物の生活と種蝉｣では ｢はい ･いいえJ,｢どの ･どちら｣の関越をmいて,あるか,な

いか,どちらか.というように分類について問う傾向があると考えられる｡また,｢どんな-

つくり｣というように植物のつくりを問うている｡｢動物の/t活と穐類｣では rどこ｣に関す

る問題と ｢どんな-しくみ｣に関する問題を用いて,動物のからだのしくみやメカニズムを問

う僻向がある｡｢生物の細胞と生鮮｣では ｢どんな-つくり｣,｢どんな-しくみ｣,｢どのよう

に-変化する｣,｢どのように-伝わる｣に関する問題を用いて構造や しくみをPnlい,また ｢は

い ･いいえ｣の関越を用いて二者択一で答えられるようなしぼられた問いとして問う偵向があ

る｡
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(2) 地学領域および地学領域の各単元における ｢問題Jの特徴や傾向

地学領域の全単元における ｢問題｣の集計結果において,｢どんな｣,｢どのように｣,｢なぜ｣,

rはい ･いいえ｣に関する問題が多かった｡このことは各単元でも同様に言えた｡加えて.｢天

気とその変化｣では ｢どれぐらい ･いくらかJの問題も多く見られた.次に,地学領域の全単

元において ｢どの ･どちら｣,｢何｣,｢どうなって｣,rどれぐらい ･いくらか｣に関する問題が

ほぼ同 じ件数見られたが,｢大地の変化｣では ｢どうなって｣と rどれぐらい ･いくらか｣,

r地球と宇宙｣では rどれぐらい ･いくらか｣が少なくなっていた｡これらのことから,地学

領域において.｢地震はなぜ起こるのかJというように大きな問いである ｢なぜ｣を用いて,

さらに ｢どのように｣,rどんな｣に関する問題や しぼられた問題である ｢はい ･いいえ｣など

の多様な問題をたてる傾向がある｡

東 6と表 7の結果より,｢どんな｣のあとに続 く舌炎には r関係｣とい う吉雄がすべての単

元で比較的多く,rどのように｣のあとに続 く言共はすべての単元に共通する言非がなく,早

元によってR.なっている｡

r大地の変化｣では rどんな-特徴｣,｢どんな一場所 ･ところ｣,｢どのように-できる｣.

rどのように一伝わる｣の問題を用いて,岩石や地層,地矧 こついて問う傾向がある｡r天気と

その変化Jでは ｢どれぐらい ･いくらか｣に関する問題を用いて,数見や程度を閃いたり,

rどんな一関係J.rどのように一関係 しているJ,rどのように一変化する｣の問題を用いて.

関係性や変化を問 う傾向がある｡｢地球と宇宙｣では,rどんな｣｢天体｣に関する問題が多い

ことから天体に関する問いが多く見られる｡その天体が ｢どのように一変化する｣,｢どのよう

に一動く｣,｢どのように-動いて見える｣,｢どのように一移 り変わる｣のかを問うのもこの単

元の特徴である｡

(3) 全体的な考察

中学校理科教科PJtの/t物領域においても地学領域においても rど んな｣｢どのように｣rはい .

いいえ｣に関する問題が多い傾向がある｡ しか し,その他の問題は単元によって傾向が異なっ

ている｡生物領域では構造やメカニズム,分類に関する問題が多いのに対 し,地学領域では関

係性を問う問題が多い特徴がある｡

rいつ｣に関する問題は,地学領域において全問題636件の うち16件で,少ないように見え

るが,生物領域の2件という件数と比較すると多いことがわかる｡これは,野付 ･山元 ･中山 ･

猿田(2012)が報告 した物理領域と化学領域で rいつ｣に関する問題が見られなかったことと比

較 しても多いと言え,地学領域特有の特徴である｡

第 2分野と第 1分野を比較すると,野村ら(2012)は物理領域と化学領域で rどんな｣に幽す

る問題が多い傾向があると報告しており,これは生物領域と地学領域にもあてはまる｡ したがっ

て.中学校理科教科市全体を通 して ｢どんなJに関する関越が多い傾向にあると言える.

野村ら(2012)は物理領域で ｢どんな｣のあとに続く斉発には r関係｣という吉兆が比較的多

いと報告 しており.これは地学領域と共通 している｡また同じく,野村らは化学領域で ｢はい ･

いいえ｣に関する間AEiが多い傾向があると報告 してお り.これは生物領域と地学領域の傾向と

共通 している｡このように,rどんな｣に関する問題が多い傾向が共通することを除いて,領

域によって候向が異なり,問題の傾向を考えるときに,単純に第 1分野と第 2分野で分けるこ

とはできない｡
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V.今後の課題

今後はこれ らの特徴や傾向が.Jt徒の ｢科7=的な疑問を認識す る｣能力の育成に. どのよ う

に影轡 しているのかを検証 していく必要がある｡

附記

本論文の研究成果の一部は, ロ本学術振興会科学研究費補助金 (課題番号20300260,及び,

21300298)の助成を受けたものである｡
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